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研究成果の概要（和文）：看護師がマスクを装着して話す際の声の聴き取りづらさを緩和するために、マスク装
着時と非装着時で音声の同調傾向の発生に違いが生じるかを検討した。実験参加者は10組20名であった。2者に
よる自由対話は5分間で、マスク装着群と非装着群をクロスオーバー法で比較した。会話を録音し、Pearsonの積
率相関係数を同調傾向の指標として、音量と基本周波数について分析を行った。5分間の会話を30秒毎の10区間
に分割して比較にした。その結果、音量においては同調傾向は見られなかったが、基本周波数ではマスク装着時
に同調傾向が強く表れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the influence of the phonetic 
convergence of the voice whether a difference produces it at mask wearing time and non-wearing. Two 
people talks five minutes, and compared the wearing group and the non-wearing group by the crossover
 method. A conversation was recorded and analyzed a product moment analysis of Pearson about power 
and fundamental frequency for an index of the phonetic convergence. 5-minute conversations are 
divided between ten wards every 30 seconds and had a comparison. As a result, the phonetic 
convergence was not seen in the power, but the phonetic convergence strongly appeared at the time of
 wearing mask at the fundamental frequency.

研究分野： 看護学

キーワード： コミュニケーション　同調傾向　音声　マスク
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 患者の療養生活において、医療者と信頼関
係を形成することは非常に重要な問題であ
る。患者が医療者と信頼関係が確立されてい
るならば、コミュニケーションも活発に行わ
れ、患者も要望等を訴えやすく、より良い療
養生活を行えることは自明である。とりわけ、
看護師は患者と頻繁にコミュニケーション
を行い、患者との信頼関係を早期に構築でき
るよう努めている。看護師が患者とかかわる
中で、信頼関係形成が重要であったと述べる
事例は、石川（2015）や岩橋（2015）など、
枚挙にいとまがなく、患者との信頼関係形成
が看護において非常に重要であることを示
しているといえる。  
 医療場面だけでなく、一般的にも、円滑な
人間関係を形成、維持していくためにはコミ
ュニケーションが不可欠である。コミュニケ
ーションにより伝達される情報には、文字や
言葉といった言語的情報と、パラ言語、仕草、
身体動作、空間行動などの非言語的情報があ
る。松尾（2001）によると、感情や思いを伝
達するには、非言語的情報の中のパラ言語が
重要な役割を担っているとされる。つまり、
パラ言語を駆使して、話者は自身の意図や態
度を表出しているのであり、主に音量や声質
といった音声的特長を巧みに変化させるこ
とで意図や感情を伝達しているのである。そ
のため、発話内容だけでなく、パラ言語を読
み解くことで、話者が発する情報の意図を理
解し、相互作用を促進させ、信頼関係を形成
していくことが可能となる。 
 また、信頼関係が形成される状況において
は同調傾向が発生することが知られている。
同調傾向とは、パラ言語を含めた非言語的行
動が、相互作用相手との間で相手のパターン
に連動したり、パターンが近似したりする現
象である（大坊、1998）。たとえば、インタ
ビュアーが声の音量を変化させると、対話者
もそれに応じて音量を変化させる（Natale、
1975）ということである。その他にも、声の
高さである基本周波数や発話速度が相手と
類似して変化する（長岡・小森・中村、2002）、
身体運動が相手と同期する（前田・長岡・小
森・2007）など様々なパラ言語や動作におい
て確認されている。 
 同調傾向が対人関係においてどんな意味
を持つかというと、Maurer & Tindall（1983）
は、同調傾向を示すことでより高い共感性を
相手に伝えることを示しており、青柳（2013）
は、カウンセラーがクライアントと身体動作
を一致させることで、相手に受容的で共感的
な印象を与えるという示唆を得ている。さら
に、長岡・小森・中村（2003）によると、同
調傾向は協調的な対話においてより顕著に
みられ、同調傾向の発生が相手の話に関心を
持っていることを伝達する手段であること
を示している。つまり、同調傾向は対話相手
に共感性を示すとともに、その対話に関心を
持ち、相手の話を聞いているという姿勢を示

す指標であるといえる。 
 先に述べたように、患者と看護師の信頼関
係形成は重要課題である。信頼関係が形成さ
れている、もしくは信頼関係を形成しようと
している状況では、両者のコミュニケーショ
ンでは同調傾向が発生していることが予測
され、同調傾向を示すことでより高い共感性
を伝達し、受容的な態度で対話に臨んでいる、
関心を持っているという姿勢を表す。共感性
や受容的な態度を示すことで看護師に話を
聞いてもらったという患者の満足感がある
と、次もその看護師に話をしようと考えるこ
とは当然である。つまり、共感性の伝達や相
手への関心を示す同調傾向の発生は患者の
満足感と関連していると言え、同調傾向と患
者の対話に対する満足感の関係性を明らか
にすることは、信頼関係形成の指標の一つと
なる。しかし、看護場面における同調傾向に
関する研究はごくわずかである。藤原・大河
内・榊原・良木・大迫（2006）は患者と看護
師の声の大きさに正の相関があり、同調傾向
を示したことを報告しているが、患者が対話
についてどのような評価をしたかといった
主観的評価については言及されていない。 
 また、臨床看護場面を想起すると、実際の
医療現場ではスタンダードプリコーション
の観点から、ケアや処置時のマスクの装着が
必要であり、日常的にマスクを装着したまま
コミュニケーションを行っている。患者によ
ってはマスク装着が必須であり、常にマスク
をつけた状態で会話をしなければならない
ことも多い。しかし、マスクを装着すること
で会話内容が聞き取りにくくなるため、マス
クを装着した人は、声を大きくする、はっき
りと話すなど、マスクを装着していない時と
は異なる発話を行う。北島、加悦、飯野（2012）
によると、マスクの着用により看護師の声が
聞き取りづらく、特に高い声でその傾向が強
いために音圧レベルが上がることが明らか
となった。さらに、野村、冨城、鈴木、木戸、
吉川（2009）はマスク着用の有無にかかわら
ず、心を込めた発話がより好ましく評価され
たと報告されている。これらの結果から、マ
スクを装着することで声を聞き取りづらく
なるが、心を込めて会話することで患者から
一定の評価を得られることが示唆されてい
る。 
 
２．研究の目的 
 同調傾向の発生は患者-看護師間の信頼関
係の形成において有益であるが、マスクを装
着することで看護師の話し方に影響を及ぼ
す。しかしながら、マスク着用時においても
同調傾向が発生するかどうかは明らかにさ
れていない。そのため本研究は、マスク装着
の有無により、音声における同調傾向の発生
に違いが生じるかを明らかにすることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 



（1）研究参加者 
 事前に文書にて説明し、研究参加への同意
の得られた A 大学保健看護学科学生 10 組 20
名が参加した。除外基準は聴覚障害がある者、
もしくは口話が行えない者とした。 
  
（2）実験方法 
 実験は 6 分間の 2 者自由対話とする。2 者
はテーブルを挟んで向かい合うように椅子
に座って対話を行った。両者の距離は、約 1.5
ｍである。医療場面においては、看護師のみ
マスクを着用しており患者はマスクを装着
していないことが多い。そのため、被験者は
「両者ともマスクを装着しない」、「片方だけ
マスクを装着する」という 2パターンを同一
被験者が行うクロスオーバーデザインとし
て両パターンを比較する。両者ともマスクを
着用しないパターンを「非装着施行」とし、
片方だけマスクを装着するパターンを「装着
施行」とする。なお、カウンターバランスを
取るためマスク装着の順序はランダム化す
る。なお、マスクを装着する際のマイクは、
マスクの外側となるため、記録される音声は
マスクでフィルターされる形となり、実際に
マスク装着者の声を耳で聴く場合と同様に
なる。 
 対話を行う 2者は、実験室に入室後、所定
の椅子に着席するよう指示した。着席後にマ
イク付きヘッドセットを装着し、装着が完了
した直後に実験開始とした。各施行の間には
2 分間の休止を挟み、その間にマスク着脱の
指示をした。休憩時は、実験参加者同士で対
話を行えないよう別々に過ごした。 
 データへの影響を考慮し、実験に臨む両者
に音声に関する実験であることは伝えてい
ない。また、身体距離を統制するために、実
験参加者には椅子から移動したり、立ち上が
ったりしないよう指示した。タッチングや移
動の有無、雑音の発生源等を確認するため室
外からビデオカメラで実験中の様子を撮影
した。 
 
（3）音声データの記録方法  
 両被験者は、マイク付きヘッドセットを装
着し、マイクの位置は、口唇から3cmとした。
装着したマイクから音声を収集し、ミキサー、
サウンドカードを経由し、ノートパソコンに
録音した。音声データの録音、には Sound 
Engin（Coderium）を用いた。 
 
（4）分析方法 
①音量、基本周波数 
音声データの分析には音声分析ソフトウェ
ア WaveSurfer（KTH）を使用した。収集した
データの有声部分のみを抽出し、30 秒毎に平
均した。ただし、笑いは発話と区別し、分析
対象から除外した。 
②ビデオ撮影 
 雑音の発生源の特定、タッチングの有無等
を確認するため、ビデオカメラ 1台で実験中

の様子を撮影した。なお、ビデオカメラは両
者が画面内に収まるよう配置した。 
③統計処理 
 同調傾向の指標にはPearsonの積率相関係
数を用いる。同様な変化傾向を示すというこ
とは、一方の声が大きくなると、それに対応
して他方の声も大きくなる、逆に一方の声が
小さくなると他方の声も小さくなるといっ
たような、相手に合わせた変化を反映するた
めである。統計処理はIBM SPSS Statistics 23
で行う。 
 
（5）倫理的配慮 
被験者には、研究の目的と趣旨、参加の中断
が可能であり中断・不参加による不利益は生
じないこと、学業などの評価に関係しないこ
と、匿名性を保ち、守秘義務を遵守すること
について文書を用いて説明し、同意書への署
名をもって同意を得た。なお、本研究は川崎
医療福祉大学倫理委員会の承認を得た（承認
番号 16-020）。 
 
４．研究成果 
 実験中にマイクの位置が動いた者が1名い
たため、そのペアは分析から除外した。その
他、移動する、泣いたり憤慨したりといった
極端な感情表出等が見られなかったため、9
組 18 名を分析対象とした。 
 マスク装着者とマスク非装着者の比較を
行うが、マスク装着者もマスクを装着してい
ないマスク非装着施行を行い、マスク非装着
者もマスク装着施行を行っている。そのため、
装着施行マスク装着群、非装着施行マスク装
着群、装着施行マスク非装着群、非装着施行
マスク非装着群という呼称で区別する。 
 音量について、装着施行マスク装着群は
36.1±8.1dB、装着施行マスク非装着群は
36.5±8.3dB であった。また、非装着施行マ
スク装着群は 35.2±8.3dB、非装着施行マス
ク非装着群は 36.2±8.8dB であった。装着施
行ではマスク装着群と非装着群の平均値の
比較では p=.233、同様に非装着施行では
p=.369 といずれも有意差は認められなかっ
た。また、マスクを装着することで音量が低
減されていれば、装着施行マスク装着群のみ
音量が低下するはずであるが、非装着施行マ
スク装着群が最も低い音量であり、また各施
行において有意差が認められなかったため、
マスクを装着したことによってマイクで測
定する音は低減されていないものと考えら
れる。そのため、マスクを着用しても、相手
が聴覚で捉える音量に違いはなく、捉えた音
量に対してフィードバックした結果がマス
ク非装着群の発する音量であると考えられ
る。マスクによって音量が低減されていれば、
マスクを装着することで話し方が変わった
ことが示唆されるが、本研究においては話し
方が変わったとする明らかな結果は認めら
れなかった。さらに、藤原ら（2006）におい
ては、マスク着用時のコミュニケーションで



は「大き目の声で話す」といった配慮が必要
であることを述べているが、本研究において
はマスクを着用することで音量が増加する
という結果は得られなかった。 
 ここで、Pearson の積率相関係数を用いて
同調傾向が発生について検討する。音量を 30
秒の区間毎に平均した値を用い、装着施行、
非装着施行それぞれにおいて、マスク装着群
とマスク非装着群の音量の相関係数を算出
したが、両群ともに全ての区間において有意
な相関は検出されず、音量の同調傾向は認め
られなかった。これは、1 回の発話時間が長
く、30 秒の区間で一方のみが発話し、もう一
方は相槌が多くを占めたためと考えられる。
相槌でも「うん」などの音声は発するが、通
常の発話と比すると明らかに音量が小さく、
音量の変化も小さいことが影響したものと
推察される。 
 基本周波数について、装着施行マスク装着
群は 207.3±48.1Hz、装着施行マスク非装着
群は 203.2±47.9Hz であった。また、非装着
施行マスク装着群は 209.4±48.9Hz、非装着
施行マスク非装着群は204.7±49.0Hzであっ
た。装着施行ではマスク装着群と非装着群の
平均値を比較すると p=.617、同様に非装着施
行では p=.133 と、音量同様いずれも有意差
は認められなかった。 
 音量同様、基本周波数の同調傾向について
検討する。装着施行において、120 秒、180
秒、210 秒、270 秒、300 秒の 5区間で r=.700
～.867（p<.05）と強い相関を示した。一方、
非装着施行においては150秒の区間でr=.817
（p=.007）と高い相関を示したが、この 1区
間だけであった。よって、マスクを装着する
ことで、より強く同調傾向が現れたといえる。
また、装着群において、対話開始後 120 秒間
は同調傾向が認められず、120 秒経過後より
高い相関を認める頻度が増加している。基本
周波数における同調傾向は、長岡・小森・中
村（2002）らの研究ではマスクを装着しない
通常対話で同調傾向を認めている。しかし、
本研究においてはマスクを装着することで
基本周波数の同調傾向がより強く表れた。こ
れはこれまでにない結果である。マスクを装
着することで、声を聴き取りづらくなるため、
非装着群よりも相手の話を聞こうとする姿
勢が強く表れ、結果として相手の基本周波数
に合わせた変化が行われたと推察される。 
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